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党
首
討
論
の
定
期
開
催
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
一
年
七
月
二
十
六
日
に
国
会
審
議
活
性
化
法
が
成
立
し
、
平
成
十
二
年
よ
り
我
が
国
に
お
い
て
党
首
討
論
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
会
審
議
の
活
性
化
を
目
的
に
、
原
則
と
し
て
会
期
中
に
週
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

の
、
平
成
十
二
年
に
年
八
回
開
催
さ
れ
て
以
降
、
開
催
回
数
は
減
少
の
一
途
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
に
お
い
て
は
一

回
開
催
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
に
は
、
与
野
党
間
に
お
い
て
「
月
一
回
」
の
開
催
を
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
二
月

十
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岡
田
克
也
議
員
の
「
党
首
討
論
を
少
な
く
と
も
月
一
回
行
う
こ
と
は
、
昨
年
五
月
の
与

野
党
七
党
の
国
会
改
革
の
重
要
な
合
意
事
項
で
す
。
こ
の
約
束
を
守
り
、
党
首
討
論
を
定
例
化
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
の
問
い
か
け
に
、
安
倍
総
理
も
「
国
民
が
政
治
に
期
待
を
持
て
る
よ
う
、
建
設
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
こ
う
と
の
御
提
案
に

は
大
賛
成
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
民
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
政
策
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
国
会
の
具
体
的
な
運
営
は
国
会
で
お
決
め
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
具
体
的
な

政
策
の
違
い
を
国
民
の
前
で
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
正
々
堂
々
の
議
論
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お

り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

一



こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

安
倍
総
理
の
平
成
二
十
七
年
二
月
十
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
答
弁
は
、
党
首
討
論
の
定
期
開
催
を
歓
迎
す
る
も

の
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

二

今
国
会
に
お
い
て
、
党
首
討
論
は
五
月
二
十
日
に
一
回
開
催
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
与
党
の
党
首
は
内
閣
総
理
大
臣
と
な

る
こ
と
が
慣
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
党
首
討
論
の
定
期
開
催
に
は
、
政
府
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
国
会
は
国
権
の

最
高
機
関
で
あ
り
、
政
府
は
最
大
限
の
協
力
を
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
。

右
質
問
す
る
。

二


